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す。また、日ごろより当会の活動に対しまして格

別のご指導、ご支援を賜っております関係各位

の皆様に深く感謝申し上げます。  

さて昨今、医療を取り巻く環境が急激かつ大き

く変貌している中、予てより「医療の安全を確保

することは我々臨床工学技士に課せられた使命

のひとつである」と謳わせていただいております

が、一昨年前より改正医療法による「医療機器安

全管理責任者」の配置が義務付けられ、昨年

は、医療機器安全管理料が新設されて医療機

器の安全管理が、より重要視されております。そ

して、医療機器の流通の適正化を推進するため

「医療機関等における医療機器の立会いに関す

る基準」も制定されるなど、多くの臨床工学技士

がそれぞれの対応に追われ、それに伴って年々

我々臨床工学技士に係る責任が重みを増してき

ています。当会としては、そのための「個々のスキ

ルアップと技術の研鑽」を重点に、教育、研修シ

ステムの構築を充実していきたいと思います。ま

た、組織として有意義に活動できる環境を整えて 

 
（社）北海道臨床工学技士会会長  室橋 高男 

いきたいと考え、北海道臨床工学技士会の新公益

法人化や、より加入しやすい環境を作るための賠

償責任保険制度導入の提案、そして道内に点在す

る各地区の臨床工学技士会との結束力を高めるた

め、理事 2名の増員と各地区技士会から推薦され
た評議員 10 名を加えた合計２２名による評議員
会の開催を 2009年 2月に予定しています。また、
当会初の試みとして、利尻島国保中央病院から技

士不在による透析医療支援の依頼を受け、会員よ

り支援者を募り、昨年１２月１５日より開始し、

地域医療へ貢献することができました。これもひ

とえに会員の協力があってのことであり、この場

を借りて、支援された方、そして送り出して頂い

た職場の皆様に感謝し、お礼を申し上げます。 
また、今後、当会としては、組織力を高め、国や

自治体にアピールできる組織作りの為に、未入会

の方々へ入会のはたらき掛けを積極的に行ってい

きます。  

まだまだ力不足の私ですが、会員の皆様のご協

力を得ながら、自分たちがその第一歩を踏み出さ

なくては一体誰がやってくれるのかという信念を持

ち、臨床工学技士として、自分の職業に希望と誇り

が持てるよう邁進する所存でございます。 

今後、臨床工学技士の組織として、訴えていか

なければならない課題もまだまだ山積みではありま

すが、皆様の一層のご支援、ご協力をお願いし、

今年が会員の皆様にとりまして益々のご健勝の年

でありますことを祈り申し上げます。 

 

 

新年明けまし

ておめでとうござ

います。2009 年

の新春を迎え、

本年が会員皆様

にとっても、当会

にとっても良い

年になることをお

祈り申し上げま 
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◆RM ニュース◆ 
 
＜電気メス引火 帝王切開の女性やけど＞ 
 
山梨県の病院で 11月下旬、県内の 30代の女性

が、電気メスによる帝王切開の手術を受けた際、
太もも付近から火が出て、右足に全治 1ヶ月のや
けどを負ったことが 13日に分かった。 
 病院の説明によると、手術は 2人の産婦人科医
が執刀。女性の腹部を切開する直前に、下半身付
近から火が出たという。やけどを負った右足は氷
や水で冷やし、処置後は手術を続け、無事出産し
た。 
 病院が調査したところ、事故原因は、女性の体
に塗ったエタノールを含む消毒液「イソジンフィ
ールド」が気化して、高温に熱せられた電気メス
に引火したため、と報告している。 
 イソジンフィールドは揮発性が高く引火の恐れ
があることが「注意事項」に記載されていたが、

執刀医は電気メスを使う前に、液体を十分に拭き
取るなどの注意を怠っていたという。 

（12月 16日：朝日新聞） 
 

 

利尻島国保中央病院へ臨床工学技士を派遣!! 
（社）北海道臨床工学技士会 

会員の皆様はご存じだとは思いますが、利尻

島国保中央病院の臨床工学技士が昨年12月中

旬より不在になり、利尻島内の透析患者の治療

継続が危惧されていた問題で、同病院より要請

を受けた（社）北海道臨床工学技士会が札幌や

旭川から技士の派遣を行っており、先日その状

況が北海道新聞に掲載されました。 

同病院では技士の不在と同時に看護師不足

も加わり、島内での透析治療を断念せざるを得な

い状況でしたが、道技士会ホームページなどで

有志を募ったところ、二月に新しい技士が着任

するまでの間、一週間交替の勤務でなんとか透

析治療の存続が可能となりました。 

特に気象条件が厳しい冬期間、かつ年末年

始の非常に忙しい時期であるにもかかわらず、

率先して支援に参加していただいた技士の皆様

にはこの場を借りて感謝申し上げます。 

なお近年の厳しい医療情勢から考えると、広い

道内今後もこのような事例が増えることが予想され

ます。その際には是非会員皆様が積極的に支援に

参加していただけるよう、お願い申し上げます。 
 

12月 26日付 北海道新聞より 
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アフェレシス技術講習会 2008 終了 去る 11 月 30 日、札幌コンベンションセンターに

おきまして、アフェレシス技術講習会2008が開催さ

れました。 

当日は技術講演ということで、旭化成クラレメディ

カル株式会社 平田憲子先生、東レメディカル株式

会社 増子早苗先生、クラレメディカル株式会社 

稲田理先生に、教育講演では札幌北楡病院外科

部長の古井秀典先生に貴重な講演を頂きました。 

ランチョンセミナーでは北彩都病院副院長の石

田真理先生、また中国西部で発生した大地震に対

して派遣された日鋼記念病院 佐々木恒太先生に

も貴重な体験について講演していただきました。 

司会をして頂いた先生も含め、この場を借りて御

礼を申し上げます。 

 

 

昨年３月に発行した技士会ニュース No.80 に、平成 20 年度診療報酬改定で臨床工学技士の技術
料が示されたという内容の記事を掲載しましたが、この中の算定対象となる人工呼吸器に麻酔器も

含まれるか否かという問題で、このたび厚生労働省保険局医療課からこれら疑義解釈に関する資料

が送付され、上記の通り麻酔器は人工呼吸器には含まれないとのことでした。 

平成 20年度診療報酬改定で示された医療機器安全管理料１ 
の算定における疑義解釈資料について 

※一部抜粋 
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このたび厚労省から表記「ジャクソンリース回路の回収等について(注意喚起及び周知依頼)」が 11
月 19日発出されております。本製品はすでに自主回収が行われた製品ですが医療現場に残存しており
閉塞による事故が発生したようです。 
通知は下記アドレスに提示されております。参加各位におかれましては、管下の会員への周知をお

願いいたします。         http://www.info.pmda.go.jp/mdevices/md-others.html 

重要!! ジャクソンリース回路の回収等について  

薬食安発第1 1 1 9 0 0 1 号 

平成２ ０ 年１ １ 月１ ９ 日 

 

各都道府県衛生主管部（局）長 殿 

厚生労働省医薬食品局安全対策課長 

 

ジャクソンリース回路の回収等について(注意喚起及び周知依頼) 

 

麻酔用呼吸回路等に含まれているジャクソンリース回路（別添図参照。以下「ジャクソンリース回路」とい

う。）のうち、別紙に掲げる製品については、気管切開チューブ等との組合せにより閉塞するおそれがある

ため、平成１３年から１４年にかけて自主回収が行われました。 

今般、回収が徹底されておらず、医療機関において回収対象であった製品が使用され、閉塞による気

道内圧の上昇による肺損傷の事例が発生したことが判明し、本日、東京都が五十嵐医科工業株式会社に

対し、当該製品を回収するよう命令したところです。 

同様の製品を使用した場合、閉塞等により患者に重大な健康被害を及ぼすおそれがあるため、貴職に

おいては、薬務主管課と医務主管課の協力の下、貴管下政令市、保健所設置市及び特別区と連携の上、

貴管下医療機関等に対して、下記の内容について周知方願います。 

 

記 

 

１ 別紙に記載のジャクソンリース回路については、自主回収の対象となった製品であり、閉塞等のおそれ

があることから、各医療機関で使用している製品を確認し、該当製品を保有している場合、直ちに使用を中

止し、各製造販売業者又は購入した医療機器販売業者に返却すること。 

 

２ 回収の対象外のジャクソンリース回路の使用時のみならず、呼吸回路の接続時には、添付文書や取扱

い説明書等に従って接続し、呼気・吸気の回路が確保されているかを確認するとともに、閉塞やリークが生

じていないか注意すること。 

 

 

内管 

 

回収対象の 

ジャクソンリース 

回路は、 

内管の長いもの 
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下記に示すセミナー、学会等が開催されます。皆

様多数の参加をお願いいたします。詳細は（社）北海

道臨床工学技士会ホームページまたは各記載の

webサイトをご覧ください。 
******************************************* 
2009 年  2 月 2 日（月）14:00～ 

「日本生体医工学会 人工臓器の医工学研究会」 
 会場 東海大学札幌キャンパス３階視聴覚教室 
******************************************* 
2009 年  2 月 14 日（土）～15 日（日） 

「第 20 回人工呼吸セミナー」 

 会場 札幌医科大学講堂 
******************************************* 
2009 年  4 月 18 日（土）～19 日（日） 

「第 36回日本血液浄化技術学会学術大会・総会」 

 会場 神戸商工会議所およびクオリティホテル神戸 

http://homepage3.nifty.com/jsth2009/ 
******************************************* 
2009 年  4 月 19 日（日） 

「第 75 回北海道透析療法学会」 

 会場 札幌コンベンションセンター 

http://www.dotoseki.net/ 
******************************************* 
2009 年  5 月 9 日（土）～10 日（日） 

「第 19 回日本臨床工学会」 

 会場 徳島県“アスティとくしま” 

http://www.jacet19.jp/index.html 

******************************************* 
2009 年  5 月 10 日（日） 

「第 12 回在宅血液透析研究会」 

 会場 札幌コンベンションセンター 

http://www.sk-clinic.jp/newpage35hhd-1.html 

******************************************* 

 

人工呼吸管理は現在多くの施設で、日常的に

行われる治療法として皆さんが遭遇する機会が多

いものと思われます。また人工呼吸に関しては医

師だけではなく、看護師、理学療法士、臨床工学

技士など多くの方の力により支えられております。

この機会に人工呼吸に関する知識の整理および

新たな知識の吸収が可能な当セミナーへの参加を

お待ちしております。 

本人工呼吸セミナーは第 20回と節目を迎えまし

た。第 20回を記念し、昭和大学医学部 麻酔科学

講座教授 安本和正先生をお招きしてランチョンセ

ミナーを開催いたします。奮ってご参加ください。 

また、同時に 2 月 14 日（土曜日）夕方より第 26

回北海道呼吸管理研究会がございますので、参

加をお願いいたします。 

なお、本セミナー受講者は3学会合同呼吸療法

認定士の認定単位 25点/日が取得できます。 
 
北海道呼吸管理研究会 人工呼吸セミナー 

代表世話人 並木昭義 
 
【期日】平成 21 年 2 月 14 日（土），15 日（日） 

【会場】札幌医科大学講堂 

（札幌市中央区南1条西16丁目 臨床研究棟一階） 

【定員】250 名 

【受講料】1 万円 

（テキスト：「よくわかる人工呼吸管理テキスト」 

－改訂第4版－南江堂 定価4800円，代込み） 

 

※申し込み方法等詳細は（社）北海道臨床工学技

士会ホームページをご覧ください 

第 20 回人工呼吸セミナーのご案内 第７５回北海道透析療法学会 
 

日時 ： 平成２１年４月１９日（日） 

会場 ： 札幌コンベンションセンター 

札幌市白石区東札幌６条１丁目 

（TEL：０１１‐８１７‐１０１０） 

特別講演・ランチョン講演・一般演題 

透析医療全般にわたる一般演題を公募いたします。 

登録期間 : 

平成２１年１月２６日～２月２８日（土）正午（予定） 

演題送付先 ： http://www.dotoseki.net/ 

第１２回 在宅血液透析研究会 
 
日時：平成２１年５月１０日（日） 

9:00am～4:00pm 
会場：札幌コンベンションセンター 

札幌市白石区東札幌６条１丁目 

問合せ：第１２回在宅血液透析研究会事務局 

札幌市北区北１８条西２丁目 

（札幌北クリニック内） 

電話：011-747-7157 FAX: 011-716-9745 
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（社）日本臨床工学技士会第 5期内部役員 
選出選挙立候補について 

 前会長である真下 泰氏が（社）日本臨床工学技士会第 5 期内部役員選出選挙に出馬し、当会として推薦・

応援することを平成 20年 11月 9日の臨時総会および技士会ニュース 2008年 11月号において報告しておりま

す。 

以下、真下 泰氏からのお礼文が届きましたので掲載いたします。 

（社）日本臨床工学技士会第 5期内部役員選出選挙の日程 
 

選挙公示日     平成 21年 2月  5 日（木） 

投票期間      平成 21年 2月  6 日（金）から 3月 7日（土）（事務局必着） 

開票日       平成 21 年 3月  8 日（日） 

投票結果の公示日  平成 21年 3月 16 日（月） 

 

となっております。 

日本臨床工学技士会会員の皆様におかれましては、真下 泰氏への応援宜しくお願い致します。 

新春の候、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。この度の（社）日本臨床工学技士会第 5 期内部役

員選出選挙立候補におきまして、「（社）北海道臨床工学技士会」から推薦をいただき誠にありがとうご

ざいます。 

昨今、医療安全における臨床工学技士の役割がクローズアップされる中、（社）日本臨床工学技士会

の役割として、臨床工学技士の社会的地位の向上および医療における役割の向上、それに伴う臨床工

学技士の資質の向上があると思います。また、それらは地域により差があることも確かで実情把握は急

務と考えます。そのような中で法人法も変わり全国組織としての基盤の強化、都道府県技士会との連

携の強化などやらなければならないことが多数あると考えます。私としては、地方会員からのメッセージ

として少しでも地域の実情を考えた、職能団体としての全国組織の会運営に微力ながら貢献したいと考

え立候補させていただきました。 

今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

                                    札幌社会保険総合病院 ME 部 真下 泰 
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印刷 
 
前田印刷株式会社 
〒078-8233 

旭川市豊岡３条６丁目 

２番２０号 
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          旭川赤十字病院 臨床工学課 脇田邦彦 
編集委員      旭川赤十字病院 臨床工学課 奥山幸典 
          旭川リハビリテーション病院 木村吉治 

仁友会 北彩都病院 臨床工学科 野尻 誠 


